
iv

▲沿線案内図としてよく知られた史料であり、各駅の名所旧跡が所狭しと描き込まれている。（横浜
開港資料館蔵・同館提供）

▲相模鉄道の全線開通は昭和6（1931）年4
月で、現在のJR相模線に相当する路線綱が
完成した。中間付近には座間新戸・本座間
両停留場が確認できる。（横浜都市発展記
念館蔵・同館提供）

▲昭和２（1927）年７月～昭和５（1930）
年５月ごろのものと思われる小田急線
路線図。座間・新座間両停車場の名前が
みえる。（大和市つる舞の里歴史資料館
蔵・同館提供）

▲昭和2（1927）年の小田原線開通直後に
発行されたもの。
座間駅の周辺には「座間遊園地」や「星ヶ
谷観音の名前が確認できる。（横浜都市発
展記念館蔵・同館提供）
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図
１　
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
座
間
周
辺
鉄
道
図

相
模
川

橋本

大河原

相模横山

上溝

上磯部

原当麻

本座間

上今泉

下溝

海老名
相模国分

海老名国分

河原口
相模厚木

厚木

大和（神中）

西大和（小田急）

相模大塚

玉川学園前

新原町田

原町田

淵野辺

座間座間新戸

新座間

東林間都市

中央林間都市

鶴間

南林間都市

（【神奈川の鉄道96】山田俊明論文「相模野の主要軍関係施設分布図」に加筆修正）

省線横浜線

相模鉄道

小田急線



７

　
　
　
解
題
「
座
間
市
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
鉄
道
関
係
資
料
」

浜
田
　
弘
明

は
じ
め
に

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
に
新
橋
～
横
浜
間
に
日
本
初
の
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
か
ら
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
で
満
一
五
〇
年
を
迎
え
た
。

正
確
に
は
、一
八
七
二
年
五
月
七
日
（
新
暦
の
六
月
一
二
日
）
に
品
川
～
横
浜
間
で
ま
ず
仮
開
業
し
、九
月
一
二
日
（
新
暦
の
一
〇
月
一
四
日
）

に
新
橋
～
横
浜
間
の
全
線
が
開
業
し
た
。
横
浜
駅
は
そ
の
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
位
置
を
移
動
し
た
た
め
、
当
初
の
横
浜
駅
は
現
在
、
桜
木
町

駅
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
線
開
業
し
た
一
〇
月
一
四
日
は
、
今
日
、
鉄
道
記
念
日
と
さ
れ
て
い
る
。

市
域
で
は
、
五
〇
年
余
り
後
の
大
正
一
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
に
神
中
鉄
道
（
現
・
相
模
鉄
道
本
線
）、
翌
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四

月
に
小
田
原
急
行
鉄
道
（
現
・
小
田
急
小
田
原
線
）、
さ
ら
に
一
九
三
一
年
四
月
に
相
模
鉄
道
（
現
・
Ｊ
Ｒ
相
模
線
）
が
開
通
し
て
い
る
。

既
刊
の
『
座
間
市
史
４　
近
現
代
資
料
編
２
』（
二
〇
〇
三
）
に
は
、市
域
の
鉄
道
関
係
資
料
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
数
は
多
く
は
な
く
、

明
治
期
に
計
画
さ
れ
た
武
相
中
央
鉄
道
に
関
す
る
資
料
四
点
と
、
大
正
期
の
小
田
急
線
敷
設
に
関
す
る
資
料
が
三
点
、
そ
し
て
昭
和
後
期
の
相

鉄
線
新
駅
設
置
に
関
す
る
資
料
が
二
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、『
座
間
市
史
５　
通
史
編
（
下
）』（
二
〇
一
四
）
で
は
、「
第

七
章　
都
市
化
と
恐
慌
期
の
座
間
村
」
の
「
第
一
節　
都
市
化
と
地
域
開
発
の
波
」
の
中
で
小
田
急
線
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
相
模

線
や
相
鉄
線
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
市
内
座
間
河
原
宿
（
現
・
座
間
二
丁
目
）
の
谷
田
家
文
書
に
鉄
道
関
係
資
料
が
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
座
間
市

史
資
料
叢
書
と
し
て
こ
の
た
び
、
そ
れ
ら
資
料
を
公
刊
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
書
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
相
模
鉄
道
（
現
・
Ｊ
Ｒ
相
模
線
）

本
座
間
駅
（
一
九
三
一
年
開
業
、
一
九
四
四
年
廃
止
）
の
設
置
関
係
書
類
と
、
小
田
原
急
行
電
鉄
（
現
・
小
田
急
小
田
原
線
）
新
座
間
駅
（
一

九
二
七
年
開
業
、
現
・
座
間
駅
）
の
設
置
関
係
書
類
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
昭
和
初
期
の
市
域
に
お
け
る
鉄
道
駅
の
誘
致

や
設
置
の
過
程
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ
る
。
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一
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
東
京
西
郊
に
お
け
る
鉄
道
の
計
画
と
敷
設

（
一
）
明
治
期
東
京
西
郊
に
お
け
る
鉄
道
計
画

初
の
鉄
道
開
通
か
ら
九
年
後
の
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
は
、
民
間
に
よ
る
日
本
鉄
道
会
社
が
設
立
さ
れ
、
良
好
な
営
業
成
績
を
収
め
て

い
た
こ
と
か
ら
、
鉄
道
起
業
熱
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
一
八
八
七
年
に
は
私
設
鉄
道
条
例
が
公
布
さ
れ
、
八
五
年
か
ら
九
二
年
ま
で
の
七
年
あ
ま

り
の
間
に
、
五
〇
社
に
及
ぶ
私
設
鉄
道
会
社
の
設
立
が
出
願
さ
れ
た
。
し
か
し
、
多
く
は
計
画
の
み
に
終
わ
り
、
実
際
に
九
二
年
ま
で
に
開
業

を
見
た
の
は
十
二
社
に

過
ぎ
な
か
っ
た
（『
神

奈
川
の
鉄
道
』）。

こ
の
鉄
道
起
業
熱
は
、

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）

年
の
経
済
恐
慌
の
あ
お

り
を
受
け
て
一
時
挫
折

す
る
が
、
そ
の
後
、
九

三
年
頃
か
ら
九
八
年
頃

ま
で
、
再
び
鉄
道
起
業

熱
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

神
奈
川
県
下
を
中
心
と

す
る
東
京
西
郊
に
お
い

て
も
、
こ
の
第
二
次
鉄

道
企
業
熱
の
時
期
に
多

表１　明治中期における東京西郊の私設鉄道出願状況
鉄道会社名 出願

年月日
発起人
代表名

資本金
（万円） 計画路線区間 図

番号
横 浜 鉄 道 1894.５.29 原　善三郎 ７５ 八王子~横浜 ①
武 相 鉄 道 1894.５.30 雨宮敬次郎 ７0 八王子~横浜 ②

南 武 鉄 道 1894.５.30 伊 藤 茂
右 衛 門 ７５ 八王子~程ヶ谷 ③

相 王 鉄 道 1894.７.18 佐藤　貞幹 ７0 平塚~八王子 ④

武 州 鉄 道 1894.11 石 山 善
右 衛 門 330 熊谷~八王子~横浜

武州中央鉄道 189５.3.５ 雨宮敬次郎 2５0 千駄ケ谷付近（東京）~小田原
関 東 鉄 道 189５.4.12 中沢　彦吉 200 芝（東京）～小田原

京浜電車鉄道 189５.4.18 若尾　逸平 200 汐留町（東京芝）～
花咲町（横浜）

両 毛 鉄 道 189５.9.4 渡辺　洪基 （建設費）
2５0 足利～神奈川

多 摩 川 鉄 道 189５.12.20 青木正太郎 100 八王子～川崎／溝ノ口~品川 ⑭
京浜電気鉄道 189５.12.26 岩田作兵衛 160 赤羽橋（東京芝）~横浜
関 東 鉄 道 189５.12.2７ 小山田信蔵 不明 八王子~平塚

南 武 鉄 道 1896.3 田代組（会社） 1５2 八王子～中山～横浜／
中山~国分寺 ⑤

関 東 鉄 道 1896.3 不 明 200 芝（東京）~小田原 ⑥

武相両岐鉄道 1896.５ 青木正太郎 12５ 八王子~神奈川／
原町田～片瀬 ⑦

八 王 子 鉄 道 1896.７ 山田　東次 不明 八王子~相原 ⑧
八 王 子 鉄 道 1896.8.10 川辺　善固 100 八王子~横浜 ⑨

甲 浜 鉄 道 1896.10.1５ 橘川文次郎 2５0 横浜～吉野（津久井）／
厚木~大船

武相中央鉄道 189７.3.24 雨宮敬次郎 和文
等幅48 千駄ケ谷（東京）～小田原

武 蔵 鉄 道 189７.4.6 柴 原 　 和 200
赤羽（東京芝）~与瀬（津久井）／
忠生～八王子～五日市／
忠生～町田～程ヶ谷

神 王 鉄 道 189７.4.6 柴 原 　 和 120 神奈川～八王子～五日市 ⑩
神 奈 川 鉄 道 189７.５.1 徳 川 篤 敬 100 神奈川～八王子 ⑪
横 浜 鉄 道 189７.５.1７ 原　善三郎 1５0 横浜～八王子（①を計画変更） ⑫
武 蔵 鉄 道 189７.５ 上 杉 茂 憲 不明 横浜～八王子～熊谷 ⑬

東 京 鉄 道 189７.５.28 森 村 市
左 衛 門 220

信濃町（東京）～横浜／
石川（東京）～池上～
羽田～川崎大師河原

京浜電気鉄道 189７.8.16 中野　武営 2５0 小山町（東京芝）～横浜
八 王 子 鉄 道 189７.12.11 福井　直吉 130 八王子～相原～小原（津久井）
資料：野田・原田・青木・老川編（1996）『神奈川の鉄道』（p.５6）日本経済評論社、町田市
史編纂委員会編（19７6）『町田市史　下巻』（p.6７７）町田市（原資料：『衆議院議事速記録』
（各回）鉄道省編『日本鉄道史　中編』『横浜市史　第4巻上』ほか）による。
注：『町田市史』では、相王鉄道の出願は1896.3・発起人代表は山田東次、武州鉄道の発起
人代表は上杉茂憲、多摩川鉄道の出願は1894、八王子鉄道の発起人代表は徳川篤敬、神王
鉄道の区間は青梅まで、神奈川鉄道の発起人代表は上杉茂憲とされている。
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数
の
私
設
鉄
道
会
社
の
設
立
が
出
願
さ
れ
て
い
る
。
野
田
正
穂
・

原
田
勝
正
・
青
木
栄
一
・
老
川
慶
喜
編
『
神
奈
川
の
鉄
道
』
及
び

町
田
市
編
『
町
田
市
史　

下
巻
』
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
四
年
か
ら

九
七
年
の
四
年
間
に
出
願
さ
れ
た
私
設
鉄
道
の
数
は
、
表
１
に
見

る
通
り
二
七
を
数
え
る
。

そ
の
う
ち
の
主
な
計
画
路
線
は
、
図
１（『
町
田
市
史　
下
巻
』

に
よ
る
）
の
よ
う
に
な
る
が
、
当
時
の
鉄
道
計
画
の
多
く
は
、
八

王
子
を
起
点
と
す
る
か
中
継
を
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
八
王
子

に
集
積
さ
れ
る
関
東
北
部
や
甲
信
方
面
の
生
糸
・
繭
を
、
横
浜
港

に
運
搬
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
八
王

子
と
横
浜
を
結
ん
で
い
た
「
絹
の
道
」
の
鉄
道
版
と
言
え
よ
う
。

神
奈
川
県
内
で
第
二
次
鉄
道
熱
の
皮
切
り
と
な
っ
た
の
が
、
横
浜

の
生
糸
商
人
・
原
善
三
郎
ら
に
よ
る
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年

五
月
二
九
日
に
出
願
さ
れ
た
横
浜
鉄
道
の
計
画
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
計
画
は
、
八
王
子
か
ら
原
町
田
、
恩
田
、
小
机
、
神
奈
川
を
経
由
し
て
横

浜
に
至
る
も
の
（
図
番
号
①
）
で
、
現
在
の
横
浜
線
に
沿
っ
た
路
線
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
三
年
後
の
一
八
九
七
年
五
月
一
七
日
に

は
、
計
画
を
変
更
し
て
再
度
、
八
王
子
か
ら
横
浜
に
至
る
路
線
（
図
番
号
⑫
）
を
出
願
し
て
い
る
。

ま
た
武
相
鉄
道
も
、原
ら
の
計
画
路
線
と
並
行
す
る
形
で
、八
王
子
か
ら
原
町
田
、程
ヶ
谷（
保
土
ヶ
谷
）を
経
て
横
浜
に
至
る
路
線（
図
番
号
②
）

を
、
原
ら
の
当
初
計
画
の
一
日
遅
れ
と
な
る
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
五
月
三
〇
日
に
出
願
し
て
い
る
。
ま
た
同
日
に
、
八
王
子
か
ら
原
町
田

を
経
て
程
ヶ
谷
に
至
る
南
武
鉄
道（
図
番
号
③
）も
出
願
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
も
上
記
二
路
線
と
近
い
路
線
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
南
武
鉄
道
は
、

さ
ら
に
二
年
後
（
一
八
九
六
年
）
に
、
八
王
子
か
ら
中
山
を
経
由
し
て
横
浜
に
至
る
路
線
（
図
番
号
⑤
）
を
改
め
て
出
願
し
て
い
る
。
同
年
に
は
、

図１　明治中期の私設鉄道計画路線図
資料：町田市編（1976）『町田市史下巻』P.676による。



38

　
　
「（
表
紙
）
　
本
座
間
驛
ノ
出
来
ル
マ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

自　
大
正
十
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
田
輝
行
識
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

至　
昭
和
六
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
冊
）

　
　
　
思
出
の
記

顧
レ
バ
六
年
以
前
大
正
十
五
年
十
一
月
ヨ
リ
昭
和
六
年
ニ
及
ブ
足
掛
六
ケ
年
ニ
渡
ル
停
車
場
ノ
設
置
運
動
ハ
、
新
田
、
四
ツ
谷
ノ
勧
誘
ニ
立
チ
、

其
ノ
初
メ
村
内
ニ
世
論
ヲ
起
シ
是
ヲ
利
用
シ
、
他
部
落
ノ
声
援
ヲ
大
キ
ク
シ
、
終
リ
ニ
ハ
形
勢
不
利
ニ
至
リ
シ
タ
メ
、
他
部
落
ノ
応
援
モ
ウ
ス

ラ
ギ
孤
立
ト
ハ
ナ
レ
ド
築
キ
上
タ
ル
地
盤
ニ
ヨ
リ
堂
々
論
陣
ヲ
張
リ
、
村
ノ
中
心
地
タ
ル
一
村
一
ケ
ノ
地
タ
ル
ヲ
髙
唱
シ
近
郷
ノ
公
益
上
ニ
立

脚
シ
孤
軍
奮
闘
論
戦
シ
テ
ヨ
リ
全
権
ヲ
圧
シ
全
力
ヲ
尽
シ
正
義
ヲ
以
テ
初
志
一
貫
町
内
ノ
決
議
ヲ
遂
行
シ
目
的
ヲ
達
成
ス
、

此
間
、
本
社
ニ
、
茅
ヶ
崎
ニ
、
重
役
ニ
、
陳
情
、
懇
願
、
会
見
、
其
ニ
要
ス
ル
順
（
マ
ヽ
）備
、
相
談
役
員
ノ
苦
心
等
々
一
々
識
ス
ベ
ク
モ
ア
ラ
ズ
、
只

大
略
ヲ
録
シ
テ
後
日
ノ
思
出
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

筆
者
ハ
本
問
題
ノ
幹
部
ニ
ア
ラ
ズ
、
依
テ
本
書
ハ
広
ク
見
聞
セ
シ
コ
ト
ヲ
取
捨
考
案
シ
テ
日
記
風
ニ
書
キ
綴
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
後
ニ
至
リ

其
ノ
心
シ
テ
読
ム
ベ
シ
、

　
　
　
昭
和
六
年
十
二
月　
　
　
谷
田
輝
行

　
　
　
陳
情
書

今
般
相
模
鉄
道
株
式
会
社
ニ
於
テ
設
置
セ
ラ
ル
ヽ
座
間
停
車
場
ノ
位
置
ヲ
、
村
内
大
字
座
間
ノ
内
河
原
宿
附
近
ニ
定
メ
ラ
ル
ヽ
様
、
曩
ニ
村
内

一
同
連
署
ヲ
以
テ
代
表
委
員
ヲ
派
シ
、
陳
情
悃
請
セ
シ
メ
置
候
処
、
右
地
点
ハ
旧
神
奈
川
街
道1
ト
称
シ
座
間
ヨ
リ
愛
甲
郡
荻
野
村2
ニ
通
ス
ル
要

衝
ニ
当
リ
、
中
（
愛
甲
郡
）津3・
髙
（
愛
甲
郡
）峰4・
依
（
愛
甲
郡
）知5・
三
（
愛
甲
郡
）田6組
合
等
沿
道
各
村
ニ
於
ケ
ル
物
資
ノ
集
散
モ
一
ニ
皆
其
便
ヲ
享
ク
ル
ヲ
得
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
村
内
相

模
川
筋
及
対
岸
依
知
村
河
原
砂
利
ノ
如
キ
モ
将
来
其
採
取
運
搬
又
之
ニ
依
テ
相
互
ニ
多
大
ノ
便
宜
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
疑
ハ
ス
、
況
ヤ
近
ク
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ト
ピ
ッ
ク
①
　
砂
利
採
掘
事
業
と
相
模
鉄
道

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日
午
前
一
一
時
五
八
分
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
巨
大
な
揺
れ
が
東
京
近
郊
地
域
を
襲
い
、

多
数
の
人
命
や
財
産
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災
の
発
生
は
、

よ
う
や
く
本
格
的
な
都
市
化
に
踏
み
出
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
首
都

圏
近
郊
地
域
に
大
打
撃
を
与
え
た
の
み
な
ら
ず
、
座
間
村
に
お
い
て

も
家
屋
の
倒
壊
や
道
路
・
堤
防
の
破
損
そ
の
他
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
震
災
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
ま
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
「
復
興
」
関
連
事
業
は
、
そ
の
後
の
日
本
経
済
を
け
ん
引
す

る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
書
の
テ
ー
マ
は
、
座
間
村
か
ら
み
た
近
代
の
鉄
道
敷
設
で
す
。

ひ
と
く
ち
に
鉄
道
敷
設
と
い
っ
て
も
、
鉄
道
会
社
や
敷
設
地
域
の
事

情
に
応
じ
て
そ
の
目
的
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
震
災
後
の
社
会
再
建

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
大
正
末
期
に
お
い
て
、
ひ
と
き
わ
大
き
な

関
心
を
集
め
た
事
業
が
砂
利
採
掘
事
業
で
し
た
。
震
災
に
よ
っ
て
、

そ
れ
以
前
の
建
造
物
の
多
く
が
倒
壊
し
た
東
京
都
心
で
は
、
新
た
な

高
層
建
築
の
建
材
と
し
て
耐
震
性
の
強
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
盛
ん
に

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
料

こ
そ
が
砂
利
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、
砂
利
運
搬
を
目
的
と
し

た
鉄
道
建
設
は
、
大
正
後
期
～
昭
和
初
期
に
か
け
て
大
き
な
う
ね
り

を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
砂
利
採
掘
業
を
元
手
に
ひ
と
財
産
を

築
い
た
「
砂
利
成
金
」
の
存
在
（『
横
浜
貿
易
新
報
』
昭
和
五
年
四

月
九
日
）
は
、
そ
う
し
た
時
代
の
象
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

相
模
鉄
道
株
式
会
社
の
発
起
趣
意
書
か
ら
も
、
そ
う
し
た
時
代
の

特
質
が
読
み
取
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
近
年
各
地
鉄
道
、
道
路
等

土
工
盛
ン
ナ
ル
ニ
ツ
レ
、
砂
利
ノ
需
要
劇
増
セ
ル
ハ
皆
人
ノ
知
ル
所

ナ
ル
ガ
〔
中
略
〕
相
模
川
ハ
其
数
量
ニ
於
テ
無
尽
蔵
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、採
収
極
メ
テ
容
易
」（『
相
模
原
市
史
』
近
代
資
料
編
二
〇
〇
号
）

と
あ
り
、
砂
利
採
掘
・
運
搬
事
業
を
起
業
当
初
か
ら
経
営
の
柱
に
位

置
づ
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
相
模
川
の
長
大
な

河
川
敷
か
ら
産
出
さ
れ
る
川
砂
利
の
採
掘
と
、
そ
れ
ら
を
自
社
の
鉄

道
ル
ー
ト
に
乗
せ
て
都
心
へ
搬
出
す
る
輸
送
業
の
展
開
を
結
び
つ
け

た
新
た
な
経
営
手
法
と
い
う
べ
き
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
相
模
鉄
道
と
並
び
、
県
央
地
域
の
砂
利
搬
出
路
線
と
し
て

知
ら
れ
た
神
中
鉄
道
も
、
生
糸
商
で
財
を
成
し
、
後
に
瀬
谷
銀
行
頭

取
と
な
る
小
島
政
五
郎
が
手
が
け
た
地
方
鉄
道
で
し
た
。
砂
利
運
搬

業
は
、
ま
さ
に
震
災
後
の
社
会
情
勢
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
新
興
産

業
だ
っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
の
相
模
鉄
道
は
、
茅
ヶ
崎
町
長
伊
藤
里
之
助
を
は
じ
め


